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樺
澤 

豊
（
か
ば
さ
わ 

ゆ
た
か
）
さ
ん
。

１
９
４
８
年
生
ま
れ
。
群
馬
県
吉
岡
町
出
身
。

２
０
０
９
年
群
馬
県
庁
を
定
年
退
職
し
た

後
、
わ
鐵
に
入
社
。
総
務
企
画
部
長
を
経

て
現
職
。
沢
入
駅
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
半
分
、
青

い
。
」
の
ロ
ケ
地
に
な
る
な
ど
、
わ
鐵
の
メ

デ
ィ
ア
露
出
が
増
加
し
、
認
知
度
が
高
ま
っ

て
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

と
公
害
を
起
こ
さ
な
い

よ
う
次
の
世
代
に
伝
え

ら
れ
る
よ
う
な
コ
ン
セ

プ
ト
で
植
樹
を
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
環
境

だ
け
を
目
的
と
し
た
ツ

ア
ー
を
す
る
よ
り
、
廃

線
ツ
ア
ー
と
共
に
企
画

す
る
こ
と
で
環
境
に
対

し
て
、
よ
り
興
味
を

持
っ
て
く
れ
る
方
々
が 

域
の
足
と
し
て
も
観
光
の
足
と

し
て
も
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

渡
良
瀬
川
沿
い
を
走
る
わ
鐵
に

と
っ
て
砂
防
と
は 

 

土
砂
災
害
は
直
接
沿
線
に
関

わ
っ
て
く
る
部
分
な
の
で
、
地

味
で
す
が
、
砂
防
は
無
く
て
は

困
る
存
在
だ
と
感
じ
ま
す
。
た

ま
に
山
か
ら
流
れ
出
て
く
る
砂

で
線
路
が
埋
ま
る
こ
と
は
あ
る

の
で
す
が
、
砂
防
事
業
の
お
か

げ
で
こ
の
程
度
で
済
ん
で
い
る

の
か
な
と
。 

 

今
後
に
つ
い
て 

 

今
後
も
廃
線
ツ
ア
ー
を
通
し
、

砂
防
に
従
事
し
て
い
る
方
々
の

苦
労
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
車
輪

の
「
輪
」
、
平
和
の
「
和
」
、
話
題

の
「
話
」
、
環
境
の
「
環
」
と
い
っ

た
わ
鐵
の
４
つ
の
「
わ
」
を
大
切

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

    

“足
尾
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

物
“を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー

「足
尾
に
生
き
る
人
々
」。
第

４
回
は
足
尾
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
「わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
」

（以
下
わ
鐵
）の
代
表
取
締

役
社
長
で
あ
る
樺
澤 

豊 

さ
ん
で
す
。 

 

近
年
で
は
廃
線
ツ
ア
ー
に 

体
験
植
樹
を
タ
イ
ア
ッ
プ
す

る
な
ど
、
様
々
な
ア
イ
デ
ア

で
わ
鐵
沿
線
を
盛
り
上
げ

る
樺
澤
社
長
に
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。 

 

    

廃
線
ツ
ア
ー
と
体
験
植
樹
の

タ
イ
ア
ッ
プ
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
の

反
応
は
い
か
が
で
し
た
で

し
ょ
う
か
。 

 

植
樹
を
す
る
こ
と
で
参
加

者
の
方
々
に
と
っ
て
自
分
が

何
か
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

が
実
感
で
き
る
機
会
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
入
る

こ
と
自
体
貴
重
で
あ
る
廃

線
や
、
松
木
渓
谷
を
見
ら
れ

た
こ
と
、
砂
防
事
業
や
土
木

の
説
明
は
あ
ま
り
聞
く
こ
と 

   

が
で
き
な
い
の
で
新
鮮
だ
っ

た
と
参
加
者
は
言
っ
て
い
ま

し
た
。 

 

ツ
ア
ー
に
植
樹
を
組
み
込
ん

だ
き
っ
か
け
は 

 

お
客
様
に
松
木
渓
谷
の
奥

に
入
っ
て
頂
き
、
昔
は
山
が

赤
茶
色
だ
っ
た
箇
所
が
今
は

緑
に
な
っ
て
き
た
様
子
を
直

接
見
て
も
ら
い
、
も
う
二
度 

増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い

う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。 

 

わ
鐵
に
と
っ
て
、
足
尾
地
区

と
は 

 

足
尾
は
鉄
道
の
終
点
で
も

あ
り
、
わ
鐵
の
原
点
で
も
あ

り
ま
す
。
観
光
資
源
が
多
く

あ
る
た
め
、
今
後
も
イ
ベ
ン

ト
や
話
題
を
発
信
し
た
り
、

グ
ッ
ズ
を
販
売
す
る
な
ど

行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
後
は
群
馬
県
側
か

ら
だ
け
で
な
く
、
日
光
か
ら

の
お
客
さ
ん
を
ど
れ
だ
け
集

客
で
き
る
か
が
鍵
で
す
ね
。

各
駅
に
降
り
て
も
ら
っ
て
、

沿
線
に
観
光
客
が
お
金
を

落
と
し
て
い
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
に
、
沿
線
を
巻
き
込
ん

で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
運
転
免
許
自
主

返
納
者
に
は
年
齢
・
居
住
地

関
係
な
く
運
賃
が
半
額
に

な
る
制
度
も
あ
る
の
で
、
地 

樺澤社長就任当初約２０種類ほどだっ
たわ鐵グッズは現在約１５０種類ものバ
リエーションに。売り上げも好調！ 

提供：わたらせ渓谷鐵道（株） 
毎年恒例冬のイルミネーションも今年は
更にバージョンアップを行うとのことです。 



“わ鐵”廃線ツアーは大盛況でした 

 国土交通省では、昭和４９年から毎年７月を「河川愛護月間」と
定め、河川愛護運動を実施しています。この運動は、身近な自然空
間である河川に対して、地域住民、市民団体と関係行政機関等が協
力しあって、流域全体の良好な河川環境の保全・再生への取り組み
を積極的に推進するとともに、国民のみなさんに河川愛護の意識を
高めてもらうことを目的としているものです。 

 ９月１日、８日に行われた「わたらせ渓谷鐵道」主催による廃線ツアーは両日あいにくの雨でしたが、参
加者合計６０人以上と大盛況でした。国土交通省の職員もツアーに同行し、 「足尾砂防堰堤」などの砂防
施設を間近に見ながら、国土交通省が行っている砂防事業について説明を行い、最後には体験植樹も
行って頂くなど、足尾の環境保護について啓発活動を行うことができました。当日の様子を写真でお伝え
します。 

①足がすくむほどの鉄橋を徒歩で通過 

②懐中電灯を持ち、トンネルの中へ･･･ 

③樺澤社長自ら見所を案内しました 

④約１ｋｍの廃線敷を歩き続けます 

⑤参加者の方々は砂防事業も興味津々 

⑥大勢の方々に植樹をして頂きました 

⑦小さな子供達も頑張っています 

⑧わっしーくんプレートをつけて完成！ 



 国土交通省では、昭和４９年から毎年７月を「河川愛護月間」と
定め、河川愛護運動を実施しています。この運動は、身近な自然空
間である河川に対して、地域住民、市民団体と関係行政機関等が協
力しあって、流域全体の良好な河川環境の保全・再生への取り組み
を積極的に推進するとともに、国民のみなさんに河川愛護の意識を
高めてもらうことを目的としているものです。 

草木ダム展望台より 

５月撮影 ７月撮影 

【足尾砂防出張所管内における現在施工中の工事】 

《 工事関係車両の通行等により、ご迷惑をおかけしますがご協力お願い致します。 》 

  発行：国土交通省 渡良瀬川河川事務所 足尾砂防出張所 
   〒３２１－１５１３ 栃木県日光市足尾町向原５－１７   
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※H３０.９.１８時点の情報です。 

No. 工　事　名 施工場所 工　　期 施工業者

1 Ｈ２９松木川一号砂防堰堤改築工事 松木 H29.11.18 ～ H32.3.27 (株)浜屋組

2 Ｈ２９久蔵口山腹基礎工事 久蔵 H30.4.1 ～ H31.1.31 中村土建(株)

で の

  

Ｑ．働き方改革についての取り組みは？ 
 当社の休日取得カレンダーを基に、作業所でも週休2日制を採用することで、『働き方改革』 を実現す

るべく、週休2日相当の休日取得100％を目指し取り組んでいます。 

Ｑ．週休2日における作業所での反応は？ 
 あらかじめ休日が分かっているため作業員から、『今度の土曜日が休みなので会社に気兼ねなく、孫
のピアノ発表会を見に行ける。』や『今までは、土曜日に地域ボランティアがあった場合はなかなか参加
できなかったが、今回は参加できる。』、『育成会の行事に今年は子供と参加が出来る』等の嬉しい言葉
が貰えました。 
 今までおこなっていなかった週休２日制ですが、仕事とプライベートを分けることにより、１日を家族
サービス、１日を自分の時間等にすることで、良いリフレッシュ効果や仕事以外の会話など良いコミュニ
ケーションが得られています。 

 

協力：中村土建（株） 
 近年「一億総活躍社会」に向け、『働き方改革』の実現が必須とされ、特に長時間労働問題について
は是正されるべき大きな問題と言われています。その中で足尾砂防出張所管内の工事施工業者も『働
き方改革』に向けて様々な取り組みを行っています。今回号では、「中村土建（株）」の方々が改革に向
けどのような取り組みを行っているか紹介します。 

 
建設業は、根強く‘3K’『きつい・汚い・危険』のイメージがありますが、建設
業は生活の根幹に関わっており、とても重要な役割を果たしていると思い
ます。昨今は、技術の進歩によりコンピューターを駆使する事で労力を大
幅に削減し安全で迅速な作業や、ドローンを使用し測量する事で急傾斜
地での作業を無くし、安全に作業することが出来ています。日々技術が進
歩することで、建設業が魅力ある職業の一つであると自負し、第一線で挑
戦できる喜びを感じ業務に励んでいます。 

 

若手技術者の声 

工事看板に工期内の休日取得日予定カ
レンダーと取得状況をリアルタイムに更
新！ 

あらかじめ月間行事予定に”休工”と記入する
ことで、作業所一体となって週休2日 を意識
づけています。 

達成率を数値化
（見える化）にして
一目瞭然！ 
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